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履修登録者数 78 名
定期試験
受験者数

46 名 合格者数 45 名 合格率 98%

世界が変化している情勢の中で、よりホットな話題を盛り込むことが、集中講義の質を高めることに繋がると考えら
れるので、来年度も引き続き、ビジネスシーンのホットなトピックスを取り上げ、紹介していきたい。

授業中、学生の意見の汲み取りなどに課題があることがわかった。
集中講義の中で集中力を維持するために、時折、授業中に学生とのコミュニケーション／意見交換をより多く取り
入れることが効果的と考えらる。
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土曜日の集中講義という条件に、出席が難しい学生が多々いたように思われる。今後、この出席率の向上が課題
である。

産業技術と倫理　Ethics of Industrial Engineers

人間形成科目

部外評価
プレゼンテーション

 

生物環境化学科、情報学科、経営ビジネス学科

概ね達成された。

選択科目（バイオサイエンスコース）
選択科目（食品生物資源コース）

選択科目（エネルギー・環境コース）

西田　治男 　Haruo NISHIDA

・共同体の一員であるということの認識と自己の行為の倫理性が共同体に与える影響を考えられる。
・技術者の本質であるものづくりに倫理が強く結びついていることを認識できる。
・企業倫理に根ざした新しい経営論理を把握できる。
・知的財産や営業秘密の意味を理解し、それらの権利問題について解釈できる。
・製造物責任や環境影響について理解し、技術者の考え方の中に社会や環境への配慮が必要であることを認識
できる。

5/10　第１回：導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法、産業技術と倫理とは何か
5/10　第２回：倫理とは何か　共同体に成立する倫理体系の理解
5/10　第３回：技術者にとっての倫理　ものづくりの倫理の理解
5/10　第４回：技術者とは何か　歴史の中の技術者　専門職としての技術者
5/10　第５回：技術者倫理と企業倫理　経営の倫理と企業・技術者の倫理的責任の理解
6/ 7　第６回：内部告発の倫理　内部告発を巡る社会と企業の変化の理解
6/ 7　第７回：製造物責任法（PL法）を理解する
6/ 7　第８回：安全性とリスク　リスクコミュニケーションの理解
6/ 7　第９回：知的財産と営業秘密　特許法の概要と職務発明、守秘義務の理解
6/ 7　第10回：環境・資源の倫理１　環境問題と産業技術についての概要
6/14　第11回：環境・資源の倫理２　循環型社会の構築の理解）
6/14　第12回：研究の倫理　発見と発明、先取権の尊重原則などの理解
6/14　第13回：国際化と異文化摩擦についての理解
6/14　第14回：科学技術と公共性についての理解
6/14　第15回：技術者倫理に関する最近のトピックスと総合討論
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